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有無に基づき少なくとも 2 種類の貪食細胞が存在することが示唆された。 
細胞の表面には種々の糖鎖が存在し、糖鎖に結合するレクチンを用いることで細胞の分類および
分離ができることが報告されている。そこで本研究ではレクチンを用いた血球細胞の分離を試みた。
2 種類のレクチン、トマトレクチン (LEL) およびコムギ胚芽凝集素 (WGA)において明瞭な蛍光強











	 最終試験は 2月 14日に行われた。まず、学術論文は 3編が第 3著者(Two hemocyte sub-populations 
of kuruma shrimp Marsupenaeus japonicas. Mol. Immunol. 85:1-8. doi: 
10.1016/j.molimm.2017.01.024.、The immune functions of sessile hemocytes in three organs of 
kuruma shrimp Marsupenaeus japonicus differ from those of circulating hemocytes. Fish Shellfish 
Immunol. 78:109-113. doi: 10.1016/j.fsi. .2018.04.036.、RNA-seq identifies integrin alpha of kuruma shrimp 
Marsupenaeus japonicus as a candidate molecular marker for phagocytic hemocytes. Dev Comp Immunol. 





い、その内容は十分であった。一方、専門知識については公開発表会(8 月 16 日)当日の質疑や予備
審査時でのディスカッションを含め十分であると審査委員一同確認した。以上から、学生について
博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
